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世
界
で
需
要
増
大

手支補rで
臣

挑戦一

銅
鉱
床
の
広
域
探
査

る
。
産
業
技
術
総
合
研
究

所

（産
総
研
）
は
、
わ
が

国
の
鉱
物
資
源
の
安
定
供

給
の
た
め
、
鉱
床
の
評
価

や
探
査
手
法
の
開
発
を
行
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い

っ
て
い
る
。

る
。
そ
れ
で
も
、
鉱
床
を

銅
鉱
床
の
探
査
で
は
、
形
成
し
た
マ
グ
マ
の
銅
含

既
存
の
岩
石
と
熱
水
の
反
有
量
を
調
べ
る
こ
と
は
難

応
で
形
成
さ
れ
た
熱
水
変
し
か
っ
た
。

産
総
研
の
推
定
法

質
帯
や
鉱
床
由
来
の
元
素

濃
度
異
常
な
ど
の
地
表
に

現
れ
て
い
る
兆
候
を
検
出
銅
は
、
マ
グ
マ
が
結
晶

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
化
す
る
際
に
、
火
山
ガ
ス

手
法
が
実
施
さ
れ
て
い
な
ど
の
流
体
に
多
く
分
配

る
。
だ
が
、
地
表
兆
候
に
さ
れ
、
冷
却
・
結
晶
化
し

乏
し
い
潜
頭
性
の
鉱
床
に
た
火
成
岩
に
は
残
存
し
に

銅
は
、
導
電
性
や
延
性
つ
い
て
、
広
域
的
な
探
査
く
い
性
質
を
持
っ
て
い

に
優
れ
る
た
め
、
電
線
や
は
困
難
と
さ
れ
て
い
る
。

る
。
評
価
対
象
と
な
る
火

電
子
部
品
な
ど
に
必
要
な
従
来
は
、
火
成
岩
の
物
理
成
岩
は
、
J
出
が
ら
し
ク

資
源
と
し
て
、
世
界
的
に
化
学
条
件
や
元
素
組
成
の
に
相
当
し
、
従
来
の
手
法

需
要
が
増
大
し
て
い
る
。

解
析
か
ら
、
マ
グ
マ
の
鉱
で
は
火
成
岩
に
な
る
前
の

し
か
し
、
銅
鉱
床
の
発
見
床
形
成
能
力
を
評
価
す
る
マ
グ
マ
の
銅
含
有
量
は
推

率
の
低
下
や
鉱
山
寿
命
の

減
少
か
ら
、
将
来
の
供
給

不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い

火成岩から銅鉱床の存在を探る
⇒鉱床形成の能力を推定 地表の火成岩試料
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火
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を
高
精
度
分
析
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定
し
に
く
か
っ
た
。
ん
じ
て
、
マ
グ
マ
の
銅
含
有
量
を
レ
ー
ザ
ー
ア
ブ
レ
i

産
総
研
は
、
世
界
に
先
有
量
お
よ
び
放
出
量
の
推
ー
シ
ョ
ン

I
C
P
（吉
国
周
i

定
法
を
開
発
波
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ
）
i

し
て
き
た
。

質
量
分
析
計
で
分
析
し
~

本
研
究
は
、
た
。
こ
の
装
置
を
使
う
i

花
問
岩
な
ど
と
、
試
料
の

一
部
を
微
粒
i

の
火
成
岩
と

子
化
す
る
こ
と
で
微
小
領
i

金
、
銅
、
モ
域
の
微
量
元
素
を
高
精
度
i

リ
ブ
デ
ン
の
で
分
析
で
き
る。

~

安
価
か
つ
簡
便
に
一

鉱
床
の
ペ
ア

が
分
布
す
る
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鉱
床
地
帯
を
得
ら
れ
た
造
岩
鉱
物
の
つ
つ
あ
る
。

る
。

対
象
に
し
て
銅
含
有
量
と
マ
グ
マ
ー

鉱

火

成

岩
全
体
と
計
算
で
こ
の
手
法
は
、
他
の
探

い
る
。

物
間
に
お
け
る
元
素
の
分
求
め
た
マ
グ
マ
の
銅
含
有
査
手
法
に
比
べ
る
と
比
較

マ
グ
マ
の
配
係
数
を
用
い
て
、
マ
グ
量
の
差
分
か
ら
、
マ
グ
マ
的
安
価
か
つ
簡
便
に
実
施

銅
含
有
量
を
マ
の
銅
含
有
量
を
算
出
し
が
結
晶
化
す
る
際
に
ど
の
可
能
で
あ
る
た
め
、
鉱
床

推
定
す
る
た
た
。
銅
鉱
床
を
形
成
し
た
程
度
の
銅
が
放
出
さ
れ
た
の
存
在
可
能
性
を
評
価
す

め
に
、
火
成
マ
グ
マ
と
そ
れ
以
外
の
マ
か
を
推
定
で
き
る
。
こ
れ
る
指
標
と
し
て
確
立
し
、

岩
試
料
に
含
グ
マ
を
比
較
す
る
と
、
前
は
、
火
成
岩
体
ご
と
に
鉱
社
会
実
装
を
巨
指
し
て
い

ま
れ
る
造
岩
者
が
高
い
銅
含
有
量
を
示
床
の
形
成
能
力
を
評
価
で
る
。

鉱
物
の
銅
含
す
傾
向
が
明
ら
か
に
な
り
き
る
可
能
性
を
示
し
て
い

9,  

産総研地圏資源環境
研究部門鉱物資源研究
グループ研究員

左部翔大

（
木
曜
日
に
掲
載
）

群馬県出身。幼少期に鉱山と出
会い、鉱物収集の趣味が高じて鉱
床研究の世界に。2022年入所。国
内外での地質や鉱床の覗査を基
に、新たな鉱物資源の発見や探査
手法の開発に取り組んでいる。地
質や鉱物の探求を通じて、鉱物資
掠の安定な供給・維持に貢献して
いきたい。

プ
ロ
フ
ィ
ル




